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はじめに

金井です。 テーマは、

まして、私も非常に興味深く思っております。

自己と とのマッチング）

し キャリア形成」とうかがっており

私はキャリア＠カウンセ 1）ングですとか、組織の中におけるキャリア形成をテ－t7として研究を

進めさせていただいております。組織の中でメンタノレヘルス、すなわち、自分が生き生きと働いて

いくということには、キャリア形成が非常に重要なキーワードになっているのではないかと、別の

ば「自己実現ムそういったことと関係しているのではないかと思っています。今日は、

まず、キャリアが一般的にどういう風に考えられているかということを、ご紹介させていただき、

そのうえで、先生方から、中学生高校生には、こんなことが考えられるのではないかという

をいただければ、私も今後この企画に参加していく上で、いろいろ視点がもてるのではないかと思っ

ておりますのでよろしくお願いいたします。

1. キャリアとは？

けれども、キャリアとは向かということを表 iにあげてみました。ご承知の方もいらっ

しゃると思いますが、「キャワァJの語源といいますのは、荷車や電車が通り過ぎて行って、その

（わだち）のことをどうも言っているようです。つまり何かが通過したその道筋というよう

王です。そういうことから人生の経歴、転じまして生涯、あるいは轍がどのようについていく

かということで、生き方、というような言い方をしているO 現在では日本でも、キャ 1）アと
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表1 研究者によるキャリアの定義

Hall (1976）による定義

1）昇進や昇誌によって職業上の地位が上昇すること

2）医師、法律家、教授、聖職者などの伝統的な専門的職業

3）ある人が経験した仕事（職業）の系列

4)職業に隈らず、生控を通じてのあらゆる役割や地位、 tJ,いし身分の系列

Schein (1978）によ

キャリアとは生援を通しての人間の生き方＠表現である。

Super (1980）による定義

「人々が生、読において追求し、占めている地位（position）、職務、業務の系列j

キャリアの鏡念を以下の諜念lこ分化

1）職業的キャリア・…ー就労前、就労中、就労後の地位系売を示し、学生、雇用者、年金生

活者など仕事に関わる役割によって構成される。

2）ライフキャリア……家庭管理者（主婦）、市民、余暇享受者など、職業的キャリアを補

うか、それに代わるような役割をも含む生援発達の視点に立った句括的概念であり、

「一生の間にある人が携わる地位の系列Jと定義される。

渡辺三枝子 (1990）による定義

偶人が生涯を適して待つ一連の職業（職業経歴）とか、仕事と余鞍を含んだ個人の生涯にわ

たるライフ＠スタイル（生き方）

若林満 (1988）による組織内キャリアの定義

組織内において、ある一定期間のうちに翻人が経験する職務内容、役割、地位、身分などの

変化の一系列

金井寿宏 (1999）による組織内キャリアの定義

就職して以後の生活ないし人生全体を基盤iこして譲り広げられる長期的な仕事生活における

具体的な職務・職種＠職能での f諸経験の連続』と f節践での選択』が生み出していく回顧

的な展望と将来構想、のセンス＠メイキング（意味生成）＠パターン

使われている場合が多いです。

いくつか、 あるいはキャリ ている してみまし

た。なぜ羅列したかと言いますと、研究も進行中で、 まだ罰まっていないところがあるから

んとしようとしているこ

と、あるいは、キャリアというものが表そうとしているものが見えてくると思います。

ホーノレの最初の定義なんですけれども、先日もある高校で高校生に、キャリアとは何だと患いま

すかと

れは、

可てみたんですが、半分ぐらいが、悪いことをする人とか書いてあるんです（笑い）。こ

どが続いた国家公務員のキャリア組をイメージしているんですね。後の数パーセ

-24-



ントは、「揺る

によっ
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っていくという

っていまして、そういうイメージなんですけれども、

fキャ lJ

となど

もなっていまして、

されているとうかがっておりま

ょう

という

ノンキャリ

それもキャリアと呼ぶということ

りで

とし、うこ

ャザアjと スキルを

しかし、

し

ということもあるよう

ていますのは、 3 あるいは4 fある人が

ということを申しましたけれども、つながっている。 の

列とホ

し

fライフ＠キャ lJ

占めている

じて、

つ
鳴
り

噌

g
i

そういったようなもの

じでのあらゆる役割や地持ない

こnは、スーノf
「人々

ャリアについては

し、

し、

いますし、さらに展開して、ライフ＠キャ 1）アは

りアを補うか、それに代わるよう

間にある人が関わる地位＠系列J

ヤ

の

自
生

々
一

向
、
、
り

かル〕アヤキのて1レル」

治会のキャリアとか、

きます。特に、女性のキャリア

りのキャリアとか、そういったようなことが合まれて

る のキャリアとか、

内でのキャリアということで、「ライブ＠キャリアJという

るのではなし、かと考えられます。

私が非常に興味深く患っている定義はシャインで、「キャ 1）アとは、

な ってく

じての人間の生き

あるJと述べています。つまり職業ということを考えますと、先生方は学校の外に出て

ということも思われることがあるのではないかと思いますし、銀行員の方が、やはり私

しておられたりとか、そういうことで職業が持っている役割が、個人に

るということがあり得ると思います。そういうことからしますと、どの職業に就くかと

いうのはまさに生き方、あるいは、自己表現の問題ではないかということをシャインという

られます。日本の学者がそういうものを整理して言っているんですけれども、

は、「億人が生提を通して持つ一連の職業（職業経樫）とか、仕事と余暇を含んだ

も

個人の生、涯に渡るライフ＠スタイノレ（生き方）」ここではうイブ＠スタイルとま い切っている

ところ 、ところですね。

する

るま

どの変化の一系列をさすJと

しておられるわけですが、

内に）

おける

います。

んですけれども、その

して繰り広げられ

と節目での選択が生み出していく

しし
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と センス＠メイキング

いくつかのキャリア

＠パタ とおっしゃっていま

っていますよう いくものなので

してい

もう一つ、

って、それか

しているのは、こ たとえ

たいなものが

きなテーマになキャリアに；まある

るわけ

たとえ

そ し）か

と、 してあ たんですけれども、

りましたが、それら

fこしミ

やっていまして、それか込

しか ゃっ

てか りがかなり違うものになりま

るからな

というのは、

としても

したいな よかったじゃないかということになるのかというと、そうではな

っていたからこそ、今の私の営業スタイノレがあるというよう

会
A
山

事
。て

、

っ

そ

で

りましたけれど、企業の中の体験も何ら

のキャリア形成に生かしているということ

の方もいらっしゃるわけですけれども、こ も分かる

キャリアという意味です。それに対して、どういう嵐に錨人が意味づけをしているかというの

内的キャリアと呼んでいます。キャリアを考えますと、内的キャリア

になってきます。そういう意味から、キャリア形成の中では、どん と、何故それを

選ぶかという、 2つ なってきます。

2. キャリア

キャリアそのものは、いろん

ところを

きるんですけれども、表2のキャリ

キャワア形成ということ

ミラーとフォームが言っていま

とし1う

にあたりま

それから、シャイン

くるということです。そ

なんですけれども。これ

という

していくかということどんなこと

ターゲットになって

3 

さんですと

にご紹介いたしましたシャインが、

られて）その後どのように自分のキャリアが展開していくかjということ

して作成したものです。背景にはエリクソンについて、

ありま として何が大事なポイントになってくるか

り越えるべき

か、あるいは、大分経ってからそ

方で、各プロセスにおいて、うまくそ

られないと、次の段階に

き出してくるんだという

り越えてこられないと

ないんだという

ります。向

きてくるだろうと

とは、ある うまく

-26-



表2 キャリア発達設階説

ーパー (1957）のキャリア発達段階

成長期（受給から14議）

探索期 (15議からお議）

擁立期（25議から45議）

維持期（65議まで）

下蜂期（65議以鋒）

一命ブオームの生活段階の分類 (1951)

就業準儀期

初等就業期 (14議頃初めてのパートタイムや夏休みのアルバイト）

試行就業期 (16議から25議正規の労鶴市場への参入、 35議まで…つの安定した地位が決定す

るまで）

安定就業期（35歳から60議）

引退期 待。議ないし65歳lこ始まる）

シャインの組議内キャリア発達段階 (1978)

成長＠空想＠探求（0議～21歳）

仕事世界へのエントリー (16歳～25議）

基本吉ii綾 (16議～25歳）

キャリア初期の正社員資格（17歳～30議）

正社員資格、キャリア中期（25歳以降）

キャリア中期危機（35議～45議）

キャリア後期（却設から引退まで）

非指導者役としてのキャリア後期

指導者役としてのキャリア後期

衰えおよび離脱（40歳から引退まで）

引退

いうことを、多く ベースにし したものです。

ま その後、 エントリーというのがありますが、

人として

は、

というのがあるわ

とかがあったりとか、

こちらも初任のみなさん

う見まねでやるとかいうのがおありになるのでは

なし1かと盟、うんですが。そういったようなもの

うまくやっていく

て、 ンな

ていきます。これがキャリア

なもんですから、アメリカではテニアという

く勤めることができ c>o たとえ

して、そこでうまくやっていくということ

いくことによって、

における lア

いるものです。これがアメリカ

とし

し

いるものがあるんですけども、それ

リストラとかそういった場合、日本では

られる状況がありますけれども、アメリカでは、まずテニアのなし ら切って
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議3 組織内のキャリア発達の諸段騒

発達ステージ

成長

空想
探索

(21議頃まで）

(16～25議）

基礎訓練

初期キャリア

(30歳頃まで）

中期ニキャリア

(25～45議〉

直面する問題

。職業選択基盤の形成

＠現実的職業i吟味

。教育や訓練を受ける

＠勤労習f賓の形成

＠初職につく

＠自己と組織の要求との謡整

＠組織メンバーとなる

＠現実ショックの克服

。日常業務への適応、

＠仕事のメンバーとして受け入れられ

る

。初職での成功

＠昇進のもととなる能力形成

＠組識にとどまるか有利な仕事に移る

かの検討

＠専門性の確立

＠管理職への展望

・アイデンティティの薙立

＠高い責任を引き受ける

e生産的人間となる

＠長期キャリア計画の形成

中期キャリア危機｜＠当初の野心と比較した現状の評価

(35～45議） ｜＠夢と現実の調整

＠将来の見通し拡大、頭打ち、転職

＠仕事の意味の再吟味

後期キャリア ｜＠メンタ一役割

（峨から） ｜＠専門的能力の深化
定年までノ I .自己の重要性の低下の受容
非リーダーとして I.“死木化”の受容

具体的課題

e職業興味の形成

e 自己の職業的能力の自覚

＠職業モデル、職業構報の獲得

＠目標、動機づけの獲得

＠必要教育の達成

＠試行的職業経験（バイトなど）

。求職活動、応募、面接の通過

＠仕事と会社の評錨

＠現実的選択

＠不安、幻滅感の克環

＠職場の文化や規範の受け入れ

＠上役や同僚とうまくやっていく

＠組識的社会への適応

e服務規定の受け入れ

＠有誌な部下となること

＠主体性の沼復

＠メンターとの出会い

＠転職可能性の吟味

＠成功、失敗に伴う惑構の処理

⑤独立感、有能感の確立

＠職務遂行基準の形成

＠適性再吟味、専門分野の再吟味

＠次段階での選択（転職）検討

＠メンターとの関係強化、自分自身もメン

ターシップを発弾

＠家族、自品、職業とのバランス

＠自弓のキャリア＠アンカーの自覚

＠現状受容か変革かの選択

＠家誌との関係の再構築

＠メンターとしての役割受容

－技術的有能性の確保

＠対人関係能力の獲得

＠若い意欲的管理者との対定、

＠年長者としてのリーダ一役割の獲得

＠“空の巣”問題への対蕗

りーダーとして ＠他者の努力の統合 ｜＠自己中心から組犠中心の見方へ

＠長期的、中核的問題への関与 1・高度な政治的状況への対芯力

＠宥能な部下の育成 ｜＠仕事と家庭のバランス

＠広い視野と現実的思考 I .高い責任と権力の享受

下降と離税 I e権器、責任の減少の受容
（定年退職まで） ｜・減退する能力との共在

｜＠仕事外の生きがいへ

退職 I .新生活への適応
＠年長者役割の発見

(Schein. E.H., 1978より抄訳、若林、 1988)
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。仕事以外での満足の発見

＠配偶者との関係再構築

＠退職準備

＠自我間一性と自己有用性の維持

＠社会参加の機会の維持

＠能力、経験の活用



いくわけ ここでもそれが反映しています。

3. ワアリティ＠ショック

して3

3 

いらっしゃるそうです。つまり

そこには、 lJアサティ＠ショックという

る りま

日 ていたのはこんなものでなかっ

うには、いろんな人をインタビューしてみるたというよう

とfごし＼t.こし＼ 3 ショック Iっ 令

ワアリテイ＠ショックもなくスーツと適応していく人もいらっしゃるし、私は、自

り返ってみると 2年くらし1かかっているんじゃないかと自

てしまうとずっと適応、していけるような、ですが本人にとって

きな危機になるわけです。しかし、それは3年くらい、ですか ということで、

の上にも 3年という格吉がありますが、合致してま

それを越えてくると、この後、キャリア初期の正社員資格ということになっていくわけ

ども、その次には、キャリア中期に入ります。ここには、キャワア中期の始まり

けれ

とあり

たとま これにも

ん

ぐらいまでだと

るえばトヨタ

るようなそういう流れになっていまして、キャリア中期というのは、何ら

いくということが必要になってきます。ここでたとえば、具体的課題としては、

とし

らの）

というのがあります。これはどういうことかと言いますと、それまで辻、キャ

リア初期あるいは、見習い期間というのは、言われたことをどれだけきちんとアウトプットするか

ということが非常に重要な時期です。ですが、言われたことだけをやっていればいいかというと、

次のステップには必ず自分で判断しなくてはいけない時期が来ます。

もご相談を承っていますが、 30歳前後の方で、今までの

の人に求められる仕事のやり方がズレているために、そこのズレがうまく きずに抑う

に陥っている例がいくつかあります。私もそういう感じがあったので、たぶんどなたにも、働いた

ことのある方にお話しすれば実感があると思うんですが、キャリア初期時代には一生懸命吸収しな

くちゃいけなくって、言われたこときちんとアウトップット出さなくちゃいけないんだけれども、

次の段階では、今度は自分で意見を言わなくちゃいけない。ですから、このキャワア初期であまり

にも

です。

になってしまうと次へ進めなし＼o ここがなかなか面白いところではなL、かと思うん

このキャワアのプロセスについて勉強したのは、大学院に戻ってからですが、そのときに、

もっと早くわかっていればもうすこしうまくやれたのではないか、と思った記t意があります。まあ、

わかりませんけど。同様に、キャリア中期＠キャリア後期を生きていく中で、求められるもの，

られるものが変北しているO もちろん内的な変化もあるんですね。そこで、パースベク

ティブみたいなものが、 しみたいなものが見えてこないと、つまりその段階はそ こな
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さなけオ1,＇まいけな あるけれども、 も していないとうまく いというよう

そういうステップというのは確かに世の中にあるのではなし叶〉ということが言えるわけ

4. ャリ

これはたとえばカウンセリング

という、まさにそのも

ののタイトルの本を出したりされているのでご存知の方も多いと患うんですが。キャリ

きな危機というのが来るわけです。これはどういうことかと

いますと、自分がどのように生きていくのかという理想とか野心とかが入職前にはあったわけ

が、それと実際に現実の場面に適応、しながら生きてきたということの、二つの掲のギャッ

もう き としては、キャリア りま

てくるようになります。その意味で＼これからの人生の見通しを立て直さざるをえない、このまま

くのか。辞めて説サうするのか、というようなですね。外的にもいろんな要求が入って来ます

し、内的にも自分自身の今までの生き方というものを撮り返って、これからの生き方を立て産すよ

うなプロセス均三ここ こってくるということなんです。

5. 

そういう まして、キャリ は、シャインによ 2つ ると お

ります。 lつは非指導者役にあるキャリ

1978年に組み立てられている

もう一つは指導者役にあるキャリア後期。これは

におけるキャリア目標というものが、

あるとなっているわ

している

は、そこ会仇

しもこういうキャリア＠プランのみではないかもしれないと

はどうだか分からないんですが入

れ

き

ヲ

h
J

な悩みになっていると忠います。どういうことかというと、

きないんです。たとえばトヨタ系拡数年前にフラット化というのをやりまして、

して一般社員＠マネージャ＠取締役の3段階にしたんです。「どう

うまくいきますか？Jと古うと「かえって肩書きで、区別つかなくなったので留っています」とかい

う話もあるのですけれども、一方では、一般職、マネージャ、取締役で書類がすぐ回りま

きは早くなったというメワットも出ているようです。こういったことで＼ポストもなくなっていま

すし、雇用者も偲性化あるいは多襟イとしていますし、昇進昇格以外の動機付けあるいはキャワア＠

プランあるいはキャリア＠パーステクティブみたいなものを企業＠組織がいかに提供できるかとい

うのは興味深いところです。

ここでは1つは昇進しなかった人たちですね、もう一つは昇進した人たち。昇進した人たちはそ

いかに進めていくかというところが中心になりますし、昇進しなかった人についても、自

分たちのキャワアである知識＠技術をいかに後進に伝えていくかと。まあちょっとそういうのがう

まくいかないと窓際族になってしまったりとか、いうようなことも出てくるO それも 1つの危機と

して現れてくると言われています。で、最終的には衰え＠離脱期で、自分の能力＠権力とかそういっ

たようなもの していくのをし1かに受け入れて引退をしていくかということが、 キャリ
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アの lつ るというよう られるわけ 5 き して、 日も

ある と ししていたら、 1日 くなっ

に亡くなっ とかが、 1 にあったのだ つ いったいどんな

1ますけど、それ

くなってしまうという、 してしまう ？こ、＼ そうい

そういうようなこ たいなも

も．

そんなこと していただいた
、伊

L”’ 日l立、 '--'--

はポイントということで＼ここをじっくり

ていただきたいと思いま

っていただきまして、

させていただいて、 し

としまして誌、

それから、ため いくのカ〉ということ 、、zBしM唱

しょうし、そういうようなこと

タレントになりfこいと日つ

にイメージしていく

るとし3うこ

きるのか、という

る、その

て

ありま

と

ようなこと ポイントになってきま

なければいけなし

れているという

といったようなもの

けれども、

それか つ

ワープロは1

もあるわけです。

そこで、

力と

る、 というよう

とかでは、

っている

としては、自分自身の欲求 e興味を開発し発見する。それから自分自

るO 発見し開発するというのもあると思うんですが、たとえばいろいろな

してくるもの、あるいはやってみて「ああ自分にもこんなもの

め

2 

も、

ているとかいうのも、あれも

ミらしたりする。お

さんでは、おばさ

モヂルを獲得し

るんだという、

なりたいというのデjレを見つける。これは、

父さんが教員であったりとか、

さんだったとか、

ているからではないかとJ思う

なんち もっといったようなこと

7. 3 と とのすッチン

それから、テストやカウンセリングか る。ここでは、白 とし1うこ

と均三キーワードになりま ように、 3 として、自
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自己の職業とのマッチングという 3段階がありま

ントで、テストとかカウンセリングなど助けになること

ます。それから、職業と

と というのはかなり

よってかなり違ってきま

というの

ってきま

ってきましてO そ

も、自 というの ポイ

も使うということではないかと思い

ように見かけの

うのか、日 うかによって、

していくというの

ことだと，患いま

ポイントで、そ

もよりますけれども、通応力の乏しい方法どどン

してくるというようなことを考えないといけないと思いま

以上が自

次に、 る。また、堅実な教育決定を行う。ここの所

というようなことになってくるわけです。それから、こ

こがまた現実的になるんですが、キャリ くしておけるよう

をおさめる。これ っておけ

そういうようなことと これだけだとしん

どいお子さんも出てくるだろうということもありま

るために、スポーツ＠ おいて自己テスト

ジというのは非常に重要ですね。先程の成長＠空想＠探索期での自己効力観が、ファンタジーの世

界で志がってしまって、自分が何でもできるんだというような感じで世の中に出ていったら、そう

も行かず、もう 2度と立ち珪れない。最近いろんな事件が起こっていますけれども、そういう

もあるんじゃないかという しますので、

んですけれども、 はなく過小評価ではなく、

んだろうということです。

し

自分というもの

る

め

それから、初期の職業選択決定をテストするためのパートタイム、アルバイト、トライアノレウィ

し）

ク、インターンシップというようなことがあります。そういったテーマを学校で全部やらなきゃい

けないかというとそうではないと思うんですが、中 φ 高＠大の中でそういったようなカリキュラム

をクリアして、十分な準備をして、希望の職業を攻略する。こういうことが非常に重要だと思うの

は、私はキャリア＠カウンセリングだけじゃなくて、大学の学生相談室の仕事もさせていただいて

いるんですけれども、そうすると大学4年生がやってきて、「私は何をやったらいいんでしょうかJ

と言われるO それから最近増えてきているのが大学院です。マスター 2年出て「私はどうしたらい

いでしょうか？一応、大学と大学院ではこういうことをやってきたんで、すけれど、でもそれは

に合っているかどうか分からないし、どうしでもそれじゃなきゃだめだということもなくてG どう

したらよいでしょうか？」と言う。そういう悩みが増えてきているのではないかと思います。

に能力は高いんです。詑力は高いんだけれども、選択できない、決定できない。自分は何

いるかよく分からない。そういう意味では、インターンシップなどの体験を通して、自分の欲求＠
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るとか、

ないかと思っていま

るといいなぁと患っていま

るというところが、

るま ステッ

ってくるんじゃ

いくことができ

8. キャリア＠パ…スペクティ

ャワア

けれども、

ししたあと、

キャリアカウンセリングの

1）ア e パースベクティブではないかと思っています

についてお話しした

キャ

しみたいなも

それ モデル、 。々 んであったということもあるでしょうし、あるい

は、近所の知り合いであったということもあるでしょう。身近で、適切な役割モデj人あるいはその

モデルから見出される見通し。おじいちゃん、おばあちゃんの経験談でもいいかもしれないんです

けれども、そういうようなものO あるいは、誰もがりアリテイ＠ショック

するんだよ、という知識を持っているか持っていなし、かで、その個人のリアリティ＠ショックが

ピアになったり、軽いものになったりすることもあるのではなし泊〉と思います。そういう思株℃、キヤ

1）ア＠パースベクティブという じゃないかと考えているわけです。

g’ 自

もう一つはやはり、 きないというか、 きな るとしミう しましたけ

れども、選択というのはlつの事柄を決めなくちゃいけない、特に人生をそれで決めなくちゃいけ

ないという、ある意味きびしい側面があります。教員の子は絶対教員しか駄目ということはどなた

も思っておらないと患うんですけれども、決める段階ではそれは大きく問題として出てきたりとか

します。このとき、今までも自分は変化してきたし、これからも変化していく可能性があるという

こと。また、いくらでもやり直し、というわけではないんですけれど、いくらでも違う道を見出し

ていくことができるのだというような自分に対する自己効力感、そういったようなものが必要なん

じゃないかと思います。中高におけるキャ lJア形成期に、完全なものじゃなくてもいいんですけれ

ども、確かな自信みたいなものをそれぞれのお子さんが身につけてきていただくということが、

つのキャリア形成のステップとして意味があるのではないかと考えている次第です。
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